はじめに

　われわれ「自治研作業委員会・分権時代における自治体職員の働き方検討委員会」は、1年半近くにわたって「自治体職員の働き方」についての検討を重ねてきました。本報告書はその集大成です。

書店に行くと、「人はなぜ働くのか？」とか「どのような働き方をすべきか？」について書かれた書籍がたくさん並んでいます
。それらの書籍の中でしばしば指摘されているのは、「なぜ働くのか？」という問いに対するかつての通説的解答、すなわち、「生きていくために（お金を稼ぐために）仕事をするのだ」という解答では、人々は自分自身を納得させられなくなった、という点です。つまり、高度経済成長を経て豊かになった日本人は、生活費を稼ぐために働くことに飽き足らず、「仕事を通じた自己実現（生きがい）」を求めるようになったのです
。

本報告書で「自治体職員の働き方」を問う理由の1つもまた、それが職員個人の「自己実現」に密接に関連している点にあります。これまでの働き方のままでは、自分自身の「内なる声」に耳を傾けて、公務に誇りを持って働くことが難しいのではないか、ほぼすべての自治体職員が入庁時に思っていたであろう、「住民から『ありがとう』と言ってもらえるような仕事」を実現するのは困難なのではないか、そして、それは住民にとってはもとより職員自身にとっても不幸なことなのではないか、とわれわれは考えています。

一方で、「自治体職員の働き方」の問い直しは、自治体職員を取り巻く環境条件の変化（分権改革や公務遂行主体の民間化の流れ）によって、否応なしに求められている面もあります。しかしながら、こうした「外部圧力」の観点からのみ「自治体職員の働き方」を問題にするべきではないとわれわれは考えています。そのような問題の仕方は、自治体職員を「受け身」にさせてしまうからです。

むしろ、先に述べた「自己実現」の観点から前向きに「自治体職員の働き方」を考え、結果的に「外部圧力」に応えていくことができれば、それが最善なのではないでしょうか？

本報告書は、以上のような基本認識に基づいて、「自治体職員のあり方・働き方」に多角的な検討を加え、読者の皆さんに役立つような知見を提供することを目的としています。

本報告書は、大きく分けるとすれば、「一般的考察篇」（総論）と「具体的考察篇」からなります。

「一般的考察篇」（総論）を構成するのが、第1章から第3章までです。

まず、第1章では、上記の基本認識をより詳細に展開することで、「自治体職員の働き方」を問い直す必要性を論じます。続く第2章では、具体的に「求められない働き方」とはどのようなものなのか、「求められる働き方」はどのようなものなのかについて論じます。それを受けた第3章では、「求められる働き方」、特に、「政策形成」を念頭に置いた上で、それを実現するために求められるものを論じます。具体的には、求められる意識・姿勢、能力を論じた上で、最初の「難関」（壁）ともいえる組織内での合意形成の問題に焦点を当て、役立つと思われる基礎的な考え方を説明したいと思います。

第4章から第7章までの各章から構成される「具体的考察篇」は、さらに「自治体職員の働き方の現状と課題」を全般的に考察するパート（第4章＋第5章）と、「求められる働き方を実践していく上でぶつかる壁をどのように乗り越えればよいか」を考察するパート（第6章＋第7章）に分かれます。

まず、第4章では、本委員会が実施した、東京都・神奈川県・福井県・三重県・福岡県の計5都県の都県・市町村職員の方を対象にしたアンケート調査の結果を分析し、知見を整理するとともに、若干の考察を行います。

第5章では、入庁から退職に至るまでの流れを追いながら、それぞれの場面で注意すべき事柄について論じた上で、自治体職員の働き方のありようと課題についての考察を行っています。

第6章と第7章では、「求められる働き方」を実践する際にぶつかる「壁」をどう乗り越えればよいか、その具体的なコツや仕組みを示します。第6章では、本委員会のメンバーが作成した「事例シート」をもとに、「求められる働き方」を実践した具体例を示すと同時に、「壁」を乗り越えるための知見を抽出します。第7章では、「壁」を乗り越える上で有用な、個人レベルで実践できるコツ（技術）と、組織レベルで活用しうる仕組みについて論じています。

　終章では、以上の章を補完する形で2つの印象的な事柄を取り上げた上で、本報告書の位置づけを明らかにし、自治体職員の皆さんにあるお願いをしたいと考えています。

　最後に、1つ、お断りをしておかなければなりません。本報告書は、「自治体職員の働き方」といいつつ、実際にはその射程をいわゆる「正規職員」に限定しています。これは、「非正規職員」を無視するという趣旨ではまったくなく、「正規職員」と「非正規職員」をめぐっては改めて整理すべき論点があまりにも多く、また、一緒に論じてしまうと議論が混乱してしまうと考えたためです。「非正規職員」の働き方をめぐっては、また機会がありましたら、改めて論じてみたいと思っています。

　以上のように本報告書には射程の限界もありますが、実態をできるだけ踏まえ、かつ、自治体職員の方々が「働き方」を変えたいと思ったときに役立つ内容になるように心がけたつもりです。本報告書が、1人でも多くの方にとって、自らの「働き方」を見つめ直すきっかけとなれば幸いです。

（嶋田暁文）










� これらの内容については、杉村芳美「人間にとって労働とは―『働くことは生きること』―」橘木俊昭編著『働くことの意味』（叢書・働くということ①）、ミネルヴァ書房、2009年が簡潔かつ的確に整理していて、参考になります。


� ただし、近年の格差社会の進展により、かつての通説的解答が再び有力になりつつあるのかもしれません。
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